





























































































































































































































































イ　どの係も男子と女子の両方いた方がいい 69．5％ 60．6％ 76．9％






イ　男女がまざって呼ばれる方がいい 14．9％ 15．5％ 12．3％







































やっぱり女は女らしく、男は男らしいほうがいい 47．2％ 59．9％ 36．6％




やっぱり女の子の幸せは結婚だよね 29．1％ 26．6％ 27．8％




結婚したら、男は家族を養うものだ 65．6％ 68．2％ 61．8％




運動部のマネージャーは女子がよい 48．8％ 55．4％ 43．5％







持ち物の色を男女で分けている 85．7％ 94．7％ 73．4％
生徒が整列するとき、男女別々だ 100％100％100％






























































































































C　男女混名簿を実施するのがよい 13．1％ 15．1％ 13．1％
　P　TAや父母会の保護者参加欄に、実際は母親が出席するのに父親の名
前を書くことがよくあるそうです。母親も保護者のはずですが、あなたは
どう考えますか。
全体 男 女
Aやはり馨耕が代表であるから黛騨夢名前奪．
㎜書ぐ
???
つ％ 37謹賜2気呂％
B　おかしいと思いながらも、習慣上そうして
　いる
31．1％ 20．8％ 32．0％
C　母親が参加するのであれば、当然母親の名
前を書く
38．0％ 37．7％ 37．5％
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IV．調査結果に関する考察
　小学生に関してはこの調査に関する限りあまりはっきりしたジェンダーバ
イアスはみられない。この年代では、自己の性に対する認識はまだ薄く、多
様な価値観を受け入れる要素は多いように思われる。しかし男の子の方が、
総じていわゆる男意識が強く現れている。rサッカークラブは男子だけがい
い」と半数以上が答え、3割強がr保健係は女子、体育係は男子」というよ
うに係で女子と男子を分けた方がいいと答えており、役割分担意識の芽生え
が読みとれる。
　中学生の学校生活をチェックを見ると、100％近い生徒がr出席簿や名前
を呼ばれる順序は、いっも男子が先で女子が後」と答えている。実際の授業
で常に男子が先に呼ばれているのであろう。男女混合名簿は小山市では一部
の小学校では実施されているが、中学校では今のところ皆無である。毎日の
授業の中で、繰り返しr男子が先」に呼ばれていることは、生徒達の意識に
非常に大きな影響を与える。ジェンダー意識の払拭からも、一日も早く全部
の小中学校で混合名簿が実施されることが望まれる。
　あなたの心の中をチェックの欄でも、r女は女らしく、男は男らしい方が
いい」r結婚したら、男は家族を養うものだ」r力仕事は男にまかせよう」
r運動部のマネージャーは女子がよい」と役割分担意識がすでにできあがっ
ている。このことは、幼児期から教え込まれたジェンダーバイアスが中学生
くらいになるとはっきりした形になって現れてくると見ることができる。
　次に教師に対するチェック項目で、r持ち物の色を男女で分けている」
r生徒が整列するとき、男女別々だ」には、ほぼ全員がrはい」と答えてい
る。これも従来の慣習からくる区別である。幼い頃から必要以上に男女を分
け、持ち物まで色分けしていることが、やがて子ども達に潜在的にジェン
ダー意識を身にっけさせるのである。
　教師自身の意識でも、r女に負けるなんてだらしがないといってしまう」
「家事や育児は女の仕事と考えている生徒がいても、改めるよう指導してい
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ない」と3割強が答えr男は男らしく、女は女らしく」の意識の現れと思わ
れる。そして、その傾向は男性教師の方により顕著に見える。残りの7割の
教師は生徒指導として役割分担を否定していても、現実には「男性教員は育
児休暇を取りにくい雰囲気がある」と約半数が感じ、r来客にお茶を出すの
はたいてい女性教師か女性職員」とほぼ全員が認めている。職場としても問
題があり、早急な対応が求められる。
　保護者にも、やはり「男性」r女性」に対する固定観念が見える。「男の子
は将来のために、勉強でもスポーツでも厳しく指導して欲しい」rやはり男
性の先生は指導力を発揮し、女性の先生は優しく子どもに接して欲しい」と
約半数の保護者が答えている。r進学や就職などにっいては、女子の方が男
子に比べて気が楽だ」と3割の親が思っているのは、女の子は将来夫に養っ
て貰うのだからという気持ちの現れであろうか。
　また、P　TAの会合や懇談会に出席したり、役員になったりするのは母親
が多いのに保護者名は父親の名で登録しているという答えは6割を越えてい
る。
結びにかえて
　学校は一般に男女の別なく平等な教育がなされている場だと思われている。
確かに生徒達は性別に関わりなく同じカリキュラムを学び、同一の基準で評
価されることになっている。しかし小山市における調査でも、これは、ある
小学校・ある中学校を対象にしたほんの一回の調査ではあるが、この中にも
学校教育の場で日常的に見られる性別役割分担意識やジェンダーによる決め
付けがかいま見られる。
　近年になってやっと学校教育の場で男女平等教育を推進するための多様な
試みがなされるようになってきたが、ここで見落としていけないのは教師と
親の意識改革であろう。しかし実践に当たっては多くの困難が予想される。
それは教室内でジェンダー・バイアスを再生産しているr隠れたカリキュラ
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ム」の作用である。教師達がこのカリキュラムの作用と機能を充分に自覚し
なければ真の意味の男女平等教育は達成されないであろう。なぜならこれま
での男女平等教育に用いられてきた補助教材などはr表のカリキュラム」の
みを問題にしてきたからであり、しかもその対象に教師自身は入っていな
かったからである。
　総理府男女共同参画室で編集したr男女共同参画2000年プラン＆ビジョ
ン」の中で、r女性学・ジェンダー研究の活用』が教育・学習の具体的施策
としてあげられている6）。
　また、rとちぎ新時代女性プラン三期計画」の中では男女平等を目指す教育
の中でr教職員の意識啓発をはかるための研修の充実』があげられている7）。
　子ども達の中のジェンダー・バイアスには、家庭からくるもの、規則や習
慣として組み込まれている学校の文化の中にあるもの、教師や親が直接言わ
なくても子ども達の間で自然とできた暗黙のルールのようなもの、また学校
運営や教員間でのジェンダー・バイアスなど非常に広範なものが含まれてい
る。
また、ジェンダー問題は思春期以前と以後とではかなり様相を異にするので、
中高校生には性問題や異性に関する問題も含めて充分な調査と研究が必要で
ある。
　さて、ジェンダーに敏感な教育を目指して、教育の分野における性による
不平等やジェンダー・バイアスをなくすため我々は何をなさねばならないの
であろうか。単に学校がジェンダー形成をrこっそり手助けしている」よう
な現場を押さえることではなく、なぜジェンダーの存在が不問に付され自明
視されてしまうのか、その隠されたメカニズムを解明することである。また
これまで我々が使ってきた様々な教育的概念・理念の吟味から教育現場にお
ける意識改革に至るまで多くの解決すべき問題が山積しているのである。
　隠れたカリキュラムの視点から、教師に意識化されにくい学級経営や教室
管理の在り方に関しての共同研究などもなされるようになってきたのでその
成果に期待しているところである。
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